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災害が発生した地域における対応の実態（救助活動の実態）

2

阪神・淡路大震災において、倒壊家屋から救助したのは
自助が66.8％、共助が30.7%、公助は2％足らず。

阪神・淡路大震災における倒壊家屋からの
救助活動の主体
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参考：日本火災学会「1995年兵庫県南部地震における火災に関する調査報告書（1996）」

災害時（特に直後）は
「公助」が間に合わない

直後は
「自助」と「共助」で
守り抜く必要



救出救命・消火、安否確認、遺体対応、ライフライン復旧、道路啓開
避難所開設、避難所運営、避難所新設、車中泊者対応、帰宅困難者対応
物資受入・仕分け・配送・ニーズの収集、給水対応、福祉避難所運営、
介護士・介助士派遣要請ボランティアセンター立ち上げ
住家被害の認定と罹災証明発行、仮設住宅の設置在宅者支援
感染症対策、食事・運動・気温等の健康対策、関連死防止対策
健康・衛生対策仮設トイレ・仮設風呂・洗濯機などの設置
園・学校の再開検討、給食の手配、災害ゴミ、空気汚染などの環境対策
ペット企業支援住民相談、災害情報および支援情報の広報他
防犯（啓発・巡回）、被災地調査・視察受け入れ対応 など

大規模災害発生時の行政の対応一例
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自主防災組織の役割（自助・共助の重要性）

4

自分や家族の身は
自分たちで守る

近隣住民や地域の
人たちがお互い協
力 し 、 助 け 合 う

国や都道府県、市区町村などの
行政機関や公的機関による対応

災害時（特に直後）は、「公助」の活動には限界がある
✓道路の寸断等で地域が孤立 ✓行政等も自身が被災

災害時の被害を抑える

地域の防災力

自主防災組織

（特に直後は）自助・共助による災害対応が重要

自助 共助

公助



初動期の対応（発災後～3日目）
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地震時の避難行動の流れ
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仮の生活を支えるための避難いのちを守るための避難（安全確保）

災害が発生したときに

一時的に避難する場所。

例）公園、神社、空き地など

緊急(一時)避難場所

【緊急（一時）避難看板】

広域避難場所

大規模な災害が発生した場合に炎や煙

などの危険から身を守るために避難する

場所。

例）学校の校庭、一定の広さの公園など

避難場所

地震 「自分の身は自分で守る」

「 自 宅 」

在 宅 避 難

被害拡大の恐れ

自

宅

で

の

生
活
が
困
難

自宅での生活が可能

自宅で生活できない場合に
生活する施設。

〈広域避難所〉〈臨時避難所〉

避 難 所

福祉避難所



避難とは
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避 難 避難所

➢ 「決められた避難所にいくこと」だけではなく、何

らかの手段で安全を確保することです。

➢ 避難所でなくても、近隣の安全な場所への避難や、

屋内の安全な場所への移動も避難行動です。

➢ 決められた避難所でも、災害の種類によっては使用

しない場合があるので、事前に確認しましょう。

災 害 避難所



避難所運営の担い手
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避難所生活の「質の向上」のため、自主防災会などが
中心となり、避難所運営を行いましょう

自主
防災会

施設管理者

居住組
（避難者）

地域対策部
（市職員）

過去の災害では、自治体職員が避難所対応で手一杯になり、他の災害
対応業務の実施に支障が生じた例があります。

⚫自主防災会
避難所運営の中心的役割を担うことが

期待されています

（各業務の主担当、女性の参画が重要）

⚫施設管理者
施設の維持管理

⚫地域対策部（市職員）
災害対策本部との情報収集・伝達

⚫居住組
避難者で編成されるグループ



避難所開設の流れ
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初動期の避難所運営は、原則地域対策部と
施設管理者が中心となって行い、自主防災
会はその作業を支援します。

復旧期の避難所運営は、避難所

運営委員が中心となり、地域住

民が主体となって行います。
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※上記の各種対応は一例です。



避難所開設の流れ
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施設（避難所）の安全点検
⇨施設管理者と地域対策部は、目視により建物の
外観・内観の安全確認を行います。

【避難者】

施設の安全点検が終わ

るまで、屋内には入ら

ず、グラウンドなどの

屋外で待機します。



避難所開設の流れ
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２０１６年４月１６日 本震発生後の益城町総合メインアリーナ

出典：熊本災害デジタルアーカイブ



【立入禁止の例】

➢ 安全点検で危険と判断
した場所

➢ 職員室、事務室

➢ 施設のトイレ など

避難所開設の流れ

12

避難所運営（一部教室を関係者以外立入禁止）

上：東日本大震災での様子
右：能登半島地震での様子

施設トイレの使用禁止

収容場所の協議
⇨施設管理者と地域対策部は、避難所として利用で
きる場所と立入りを禁止する場所を協議します。



避難所開設の流れ
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※この時点では、受付・名簿作成・区画割・部屋割りは行わず、
自主防災会単位でまとまります。

時期 必要最低面積

災害直後 １㎡/１人

２日目以降 ２㎡/１人

復旧期以降 ３㎡/１人

避難所の開設
⇨自主防災会ごとに避難者を収容します。

※発災直後の避難所の避難
スペースは（仮）です。
落ち着いた段階で、避難
スペースの再検討など、
場所の移動が伴います。



避難所開設の流れ
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【備蓄倉庫物品例】
飲料水、毛布、プライ
バシーテント、トイレ
関連物資など。

鍵の種類 管理者

防災備蓄倉庫 自主防災会長

地元消防団

施設管理者

地域対策部

危機管理課

設備の確認・資機材の用意
⇨地域対策部と施設管理者は、ライフラインが使用
可能か確認します。また、自主防災会と協力して
備蓄倉庫から、必要な資機材を用意します。



避難所開設の流れ
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避難者台帳作成
⇨避難者に対して避難者カードを配布して、世帯単
位で記入・提出してもらい、避難者台帳を作成し
ます。

自主防災会長等に協力

していただき、避難者

カードの配布・回収を

行います。

左：【表面】避難者カード
下：【裏面】ペット登録票



避難所開設の流れ
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要配慮者・けが人などへの対応
⇨自主防災会は近隣住民などの避難者と協力して、
要配慮者の介助やけが人の対応を行います。

負傷者がいる場合は、

応急救護処置、災害対

策本部への医療救護所

設置要請、医療救護所

の搬送を協力して行い

ます。

名称 所在地

伊勢原シティプラザ

（ふれあいホール）
伊勢原2-7-31

桜台小学校（保健室） 桜台4-16-1

大山小学校（保健室） 大山209

高部屋小学校（保健室）西富岡1090-1

比々多小学校（保健室）神戸521-1

成瀬中学校（保健室） 高森2-22-1

大田小学校（保健室） 下谷1471-1

【市内の医療救護所一覧】



避難所開設の流れ
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避難所ルールの周知
⇨掲示板・板書・放送等により避難所の生活ルール
を避難者に対して周知します。

【ルールの一例】

生活場所、生活時間

入退所、プライバシー

食料・物資、ゴミ処理

防火・防犯、トイレ、

洗濯、清掃、ペット、

電話、飲酒・喫煙



避難所開設の流れ
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避難所開設の流れ
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レイアウトの作成
⇨居住場所の区画割・部屋割を暫定的に決めます。
また、本部室・更衣室等早急に必要となる共有ス
ペースを設置します。

〈区画割りの例〉
体育館を居住区域とした場合



避難所開設の流れ
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避難所開設の流れ
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避難所運営委員会の設置準備
⇨発災後3日目をめどに、避難所運営委員会の設置
を行い、避難住民による自主的な避難所運営に切
り替えていきます。

避難所運営に女性の意見を反

映させるため、積極的に避難

所運営委員会に女性を選任し

ましょう。



復旧期の対応（４日目～）
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避難所運営委員会の設置
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避
難
所
運
営
委
員
会

❶運営委員 委 員 長

副委員長 /委員

自主防災会代表者

自主防災会代表者

施 設 管 理 者

地 域 対 策 部

❷ 活 動 班 総 務 班 長

被災者管理班長

食 料 物 資 班 長

環 境 班 長

要配慮者支援班長

班 員 （ 避 難 者 ）

班 員 （ 避 難 者 ）

班 員 （ 避 難 者 ）

班 員 （ 避 難 者 ）

班 員 （ 避 難 者 ）

❸ 居 住 組 組長 組 員 （ 避 難 者 ）

組 員 （ 避 難 者 ）組長



❶運営委員とは
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自主防災会代表、施設管理者、地域対策部で
編成されます。避難所運営会議において避難
所運営に関する事項の方針決定を行います。

【主な業務】

➢ 居住組の編成・組長の選出

➢ 活動班の編制・班長の選出

➢ 避難所運営会議への参加

➢ 組長への連絡調整



❷活動班とは
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避難者の中から選出され、避難住民と協力し
て避難所運営に必要な各種活動を行います。

❷ 活 動 班 総 務 班

被 災 者 管 理 班

食 料 物 資 班

環 境 班

要配慮者支援班

【主な業務】

➢ 各班業務の実施

➢ 班ミーティングの実施

➢ 避難所運営会議への参加



❷活動班とは
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○総務班
避難所ルール作成、防犯対応、女性相談窓口などを担当

➢ 全体のとりまとめ業務があるため、自主防災会の中心の方

が望ましいです。

➢ 女性特有の業務があるため、班員全員が男性とならないよ

うに必ず女性を選出しましょう。

【主な業務】

➢ 避難所運営の総括
➢ 災害対策本部との連絡調整
➢ 避難所レイアウトの設定・変更
➢ 避難所ルールの作成
➢ 各種窓口・共有スペースの設置

➢ 当番表の作成
➢ 防火・防犯対応
➢ 女性への配慮
➢ 情報広報活動
➢ ボランティアの調整



❷活動班とは
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○被災者管理班
避難者・在宅被災者の管理、電話対応などを担当

➢ 受付業務があるため、多言語を話せる方がいると、より望

ましいです。

【主な業務】

➢ 避難者の管理
➢ 退所者の管理
➢ 在宅被災者の管理
➢ 安否確認
➢ 電話対応
➢ 郵便物対応



❷活動班とは
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○食料物資班
食料や生活物資の管理配給などを担当

➢ 食事の取扱いにたけている方が望ましいです。

➢ 運搬作業もあるため、力作業ができる方が望ましいです。

➢ 女性特有の物資があるため、必ず女性を選出しましょう。

【主な業務】

➢ 物資の要請
➢ 物資の受入
➢ 物資の管理
➢ 物資の配給
➢ 食料の配給
➢ 在宅被災者への対応



❷活動班とは
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○環境班
ゴミやトイレなどの衛生面対応、ペット対応などを担当

➢ ペットへの対応があるため、ペットの飼い主や飼育経験が

ある方がいると、より望ましいです。

【主な業務】

➢ トイレに関する対応
➢ ごみ処理に関する対応
➢ 清掃に関する対応
➢ 生活用水の確保
➢ 防疫に関する対応
➢ 洗濯場の確保
➢ 風呂・シャワー
➢ ペットに関する対応



❷活動班とは
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○要配慮者支援班
軽症の傷病者への対応、要配慮者への対応などを担当

➢ 医療従事や介護の経験・資格がある方がいると、より望ま

しいです。

【主な業務】

➢ 傷病者への対応
⇨避難所で対応が難しいときは、
医療救護所等での受診を検討。

➢ 健康・こころのケア
⇨こどもの遊技場や、飲酒・喫煙

場所を運営会議で検討。

➢ 要配慮者の生活支援
⇨避難所で対応が難しいときは、
福祉避難所への移送を検討。



❷居住組とは
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避難者で編成される避難所生活を送る際の基
礎単位となるグループ。原則、同一自主防災
会の世帯等で構成され、物資の配給や活動班
への協力は居住組単位で行われます。

【主な業務】

➢ 活動班業務への協力

➢ 組ミーティングの実施

➢ 運営委員との連絡調整

居住組



避難所運営の流れ
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避難所運営会議の開催
⇨運営委員が中心となり、避難所のルールや各活動
班の活動方針など、避難所運営全般に関わる内容
について協議及び情報共有を行います。

項 目 内 容

開催頻度 １日最低でも１回以上

参 加 者 運営委員、活動班、居住組、その他

内 容 ・各活動班業務の活動方針や課題の
対応協議

・避難所のルールやレイアウトの再
検討

・居住組の意見、要望に対する情報
共有及び対応協議

・その他必要と認めること



避難所運営の流れ
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避難所ルール・レイアウト再検討
⇨居住環境や避難所ルールの見直しを行い、避難生
活の改善を図ります。

避難所用間仕切りシステム

左：山形市スポーツセンター
（2011年4月3日）



避難所運営の流れ

34

入退所管理・防犯対策
⇨入退所管理を行い、避難者数を把握します。防犯
対策については、消防や警察、防犯指導員の経験
者を積極的に登用しましょう。

夜間の避難所警備は、特定の

人に負担が集中しないよう、

居住組から当番制で選出しま

しょう。

悪質な事案が発生した場合は

、警察へ対処を依頼します。



避難所運営の流れ
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要配慮者等への対応
⇨要配慮者の家族・知人・同じ居住組の避難者や、
福祉・医療経験者等と協力してもらい支援を行い
ましょう。

要配慮者専用のスペース

を設けましょう。

避難所での避難生活が困

難な要配慮者は、福祉避

難所への移送を検討しま

しょう。例）要配慮者極右区域、ベビースペース、授乳室など



避難所運営の流れ
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物資の把握・調達・配給
⇨避難者カードに基づき、物資の必要数を把握し、
不足分は、災害対策本部に要請します。
※女性特有の物資もあるため、女性専用の窓口を設け
女性を配置するなどしましょう。

【物資配給の留意点】

➢ 公平に配給。

➢ 不足する物資があれば要配慮者

に優先的に配給。

➢ 在宅避難者や車中避難者に対し

ても配給。



避難所運営の流れ
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トイレ管理・衛生環境の整備
⇨トイレ使用のルールや、ゴミ処理方法について、
紙に張り出すなど、避難者に周知しましょう。

➢ 避難所のトイレ数の理想割

合は、「男性：１」「女性

：３」と言われてます。

➢ 清掃等は、居住組ごとに当

番制（避難者全員）で行い

ますので、協力して行いま

しょう。



避難所運営の流れ
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各種情報の収集・伝達
⇨災害対策本部や各種メディア等の情報を受取り、
分野ごとに分けて掲示板等に掲載しましょう。

掲示板に掲載するときは

必ず日時を記載して、

「いつ」「どの時点の情

報」か、ハッキリさせま

しょう。

重要な情報は、拡声器等

で繰り返し伝達しましょ

う。



撤収期の対応
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初
動
期
の
対
応

(

発
災
後
～
３
日
目)

復
旧
期
の
対
応

(

４
日
目
～)

撤
収
期
の
対
応



避難所の縮小・閉鎖
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ライフライン機能の回復や応急仮設住宅の建設が進むと、
生活再建が可能となるため、避難所運営会議で避難所の
縮小や閉鎖時期について協議を始めます。

➢ 被災者の自立支援

➢ 避難所の統合・閉鎖に向けた

市災害対策本部との協議

➢ 避難所に係る情報等の引継ぎ

➢ 避難所の片付け

➢ 避難所の閉鎖、運営委員会の解散



避難所用間仕
切り設置訓練

2 0 2 4 年 ( 令 和 6 年 )
８月３日(土)・4日(日)
伊 勢 原 市 危 機 管 理 課



避難所用間仕切り設置

避難所用・紙の間仕切りシステム（ＰＰＳ）

大規模な災害が発生すると、被災者の多くが避難所での生活を強いられるが、プライバ
シーの確保は重要な課題である。日本では災害時における避難所でのプライバシー確保
が十分であるとは言えず、大規模な災害が頻発するたびに多くの人が避難所で雑魚寝を
する状況がたびたび発生する。そこで、紙管をフレームとして用い、布を簡単に掛けた
だけの間仕切りを開発した。基本的なユニットは２ｍ＊２ｍで囲まれた空間である。紙
管の梁は連結することができ、グリッド状にいくらでも拡張することができる。

【出典】NPO法人ボランタリー・アーキテクツ・ネットワーク (VAN)より

岩手県立大槌高等学校大体育館 ＰＰＳ設置前 岩手県立大槌高等学校大体育館 ＰＰＳ設置後

42
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避難所用間仕切り設置

設置イメージ

設置イメージ図

立面図
Ｓ＝１/３０

平面図
Ｓ＝１/３０
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避難所用間仕切り設置

組立て方法

１
柱に梁を押し込む

２
柱ジョイントを挿し
込み梁を繋ぐ

３（研修では省略）
ガムテープで固定

４
梁に布を掛ける

５
布を安全ピンで留める

２＊２ユニット分の部材

構成部材

柱：紙管（内径90mm、厚み3mm、外径96mm、長さ2000mm）

梁：紙管（内径50mm、厚み3mm、外径56mm、長さ2000mm）

ジョイント：紙管（内径45mm、厚み2.35mm、外径49.7mm、長さ400mm）

カーテン：布（2,4ｍ程度にカットしたもの）

他：安全ピン（44mm程度）

布テープ（50mm幅）
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避難所用間仕切り設置（１グループあたり）

➢ 避難所用間仕切りの設営
・間仕切り８部屋設置
（１人用＊２部屋、２人用＊１部屋、４人用＊１部屋）

・ハニカムダンボールベットの設置
（４箇所程度）

１人用
＊２部屋 ２人用 ４人用

凡例

柱 15本＊4＝60本

梁 22本＊4＝88本

ｼﾞｮｲﾝﾄ 14本＊4＝56本

ｶｰﾃﾝ

ﾊﾆｶﾑﾍﾞｯﾄ

（１ユニット６本）

（１ユニット７本）

（１ユニット２本）

（１０ユニット分）

（約１３ユニット分）

（２８ユニット分）
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扉
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

（
下
足
置
き
場
）

35ｍ

15
ｍ

避難所用間仕切り設置（設置後の全体レイアウト）

扉8ｍ 20ｍ

通路幅２ｍ

通路幅２ｍ

資
機
材
展
示

通路幅２ｍ

物資

２班

１班 ４班

３班


